
 

 

  

 

 

 

  

 

 

虫の声や朝夕の心地よい風に秋の気配を感じられるようになり、園庭では子どもたちの元気な声が響い

ています。園庭に最初に出てくるのは０歳児クラスの子どもたちです。保育士が入れたカップの砂をこぼ

したり、ボールを転がしたりしながらゆったりと遊んでいます。少しすると、1歳児クラスの子どもが自分

の遊びたいところを目掛けやってきます。車の遊具を手にして走らせたり、テーブルにカップを並べ砂を

入れたりしています。その姿を見た０歳児クラスの子どもたちは興味津々な様子で覗き込んでいます。そ

うこうしていると２歳児クラスの子どもたちもやってきます。２歳児クラスの子どもたちはグンッと動き

が大きくなり鉄棒にぶら下がったり、車に見立てフープに入って走っています。その姿に刺激され、１歳児

クラスの子どもも同じように鉄棒にぶら下がり、フープを手にしています。こういった毎日の園庭遊びを

通して、様々な年齢の子どもたちが刺激を受け合い「やってみたい」「何だろう」と意欲を高め、興味関心

を広げている様子に異年齢保育の大切さを感じています。 

 今月は目黒第一中学校体育館で２～５歳児クラス参加対象の運動会を開催します。今年度は冷房が使用

できる体育館をお借りしての運動会開催を決めました。気温を気にせずに安心して開催でき、広い場所で

のびのびと体を動かし表現できます。保護者の皆様にも安心して楽しい一時を過ごしていただき、子ども

たちにたくさんの拍手と応援をお願いしたいと思います。 

令和７年１０月１日 

目黒区立駒場保育園 園長 

 

 

内科健診 

 運動会 区立第一中学校体育館にて 

2歳～5歳児クラス  

芋堀り遠足 川越市荒幡農園にて 

４・５歳児クラス 

幼児お楽しみ会 

     ３・４・５歳児クラス 

 

避難訓練  身体計測 

         皮むきのプロがやってきた 

先日、たんぽぽ組の子どもたちの前で梨をむきました。「これから梨の皮をむきます。途

中で切れないように上手に皮をむけるか見ていてね」と言うと子どもたちから「はーい」

「がんばって」などと声をかけてもらいました。 

子どもたちの視線が集中する中、梨の皮が切れることなく長くむけると「ながーい」「すご

ーい」「先生上手」と言ってみんなニコニコ笑顔を見せていました。 

長く皮をむき終えた梨を切り分けて子どもたちのお皿に乗せると、ごはんより先に梨を食

べ始めていました。 

甘くて美味しい梨でした。                    調理室より 



                           

   

巧技台のよじ登り 

全身を使って登り、マットに向

かってジャンプします。 

フープ 

「ケンパ・ケンパ」と言いながら 

リズムよく跳んでいきます。 

魔法のじゅうたん 

保育士が引っ張るタオルの上に

バランスをとりながら座って楽

しんでいます。 

リズムのうま 

保育士や友達と一緒に体を動かす

ことを楽しんでいます。 

リズムのかめ 

両手でしっかり足を持って 

体を反らしてキープします。 

体を動かすって楽しい 

 

＜ホール＞ 


